
 

昨
年
を
振
り
返
っ
て

昨
年
は
、
米
国
の
財
政
問
題
・
Ｅ
Ｕ
の
金
融
危
機
・
中
東
の

独
裁
政
権
瓦
解
な
ど
の
政
治
経
済
面
の
動
揺
に
加
え
、
ニ
ュ
ー

ジ
ー
ラ
ン
ド
大
地
震
、
豪
州
や
タ
イ
の
洪
水
な
ど
激
動
の
一
年

で
し
た
。
当
社
グ
ル
ー
プ
で
も
、
将
来
に
大
き
な
影
響
を
与
え

る
三
つ
の
出
来
事
が
あ
り
ま
し
た
。

第
一
は
東
日
本
大
震
災
で
す
。
当
社
グ
ル
ー
プ
で
も

釜
石
製
鉄
所
を
は
じ
め
グ
ル
ー
プ
・
協
力
会
社
の
拠
点
が
被
害

を
受
け
ま
し
た
。
被
災
さ
れ
た
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
お
見
舞
い

を
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
皆
様
か
ら
頂
戴
し
ま
し
た
お
見

舞
い
・
ご
支
援
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

第
二
は
住
友
金
属
工
業（
株
）と
の
経
営
統
合
で
す
。

昨
年
2
月
に
経
営
統
合
の
検
討
開
始
を
発
表
し
、
9
月
に
統
合

基
本
契
約
書
の
締
結
、
12
月
に
は
日
本
の
公
正
取
引
委
員
会
か

ら
正
式
に
承
認
を
得
る
に
至
り
ま
し
た
。

第
三
は
経
営
環
境
の
急
速
な
悪
化
で
す
。
Ｅ
Ｕ
の

金
融
危
機
や
米
国
の
財
政
問
題
に
加
え
、
新
興
国
の
成
長
鈍
化

で
、
世
界
経
済
は
不
透
明
感
を
増
し
て
い
ま
す
。
日
本
経
済
も
、

震
災
後
の
六
重
苦
に
タ
イ
の
洪
水
も
加
わ
り
、
日
本
鉄
鋼
業
に

と
っ
て
も
厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
1
ド
ル
70
円
台
と

い
う
未
曽
有
の
円
高
下
、お
客
様
の
海
外
移
転
が
加
速
し
て
お
り
、

現
在
６
０
０
０
万
ト
ン
の
内
需
が
か
つ
て
の
８
０
０
０
万
ト
ン

レ
ベ
ル
に
戻
る
こ
と
は
、
当
面
期
待
で
き
な
い
状
況
で
す
。
さ

ら
に
、
新
興
ミ
ル
の
出
現
に
よ
り
ア
ジ
ア
市
場
で
の
需
給
ギ
ャ
ッ

あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
年
頭
に
あ
た
り
、

一
言
ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す
。

「
新
日
鐵
住
金
」発
足
の
年
、

成
す
べ
き
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
一
年
に

新
日
本
製
鉄（
株
）代
表
取
締
役
社
長

　

宗
岡 

正
二

「
新
日
鐵
住
金
」発
足
の
年
、

成
す
べ
き
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
一
年
に
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プ
が
拡
大
し
、
資
源
価
格
の
高
止
ま
り
や
円
高
が
定
着
す
る
な

か
、
輸
入
鋼
材
の
急
増
や
輸
出
製
品
の
収
益
確
保
な
ど
の
課
題

に
直
面
し
て
い
ま
す
。
当
社
の
連
結
経
常
利
益
も
、
当
初
見
通

し
の
２
３
０
０
億
円
か
ら
１
８
０
０
億
円
へ
と
下
方
修
正
を
余

儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
す
。

し
か
し
今
後
、
世
界
全
体
で
は
新
興
国
を
中
心
に
経
済
は
成

長
を
続
け
、
イ
ン
フ
ラ
整
備
や
耐
久
消
費
財
需
要
増
な
ど
を
通

じ
て
、
鉄
鋼
需
要
も
増
大
し
て
い
く
見
通
し
で
す
。
中
長
期
的

に
成
長
産
業
で
あ
る
鉄
鋼
業
に
お
い
て
、
強
固
な
事
業
基
盤
を

確
立
し
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
需
要
を
捕
捉
で
き
る
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

を
他
社
に
先
駆
け
て
構
築
し
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
。

 

製
鉄
事
業
の
課
題

10
月
に
統
合
新
会
社｢

新
日
鐵
住
金｣

が
発
足
す
る
本
年
、

私
た
ち
は
次
の
三
つ
の
課
題
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

第
一
は
国
内
外
の
鉄
鋼
事
業
基
盤
の
強
化
で
す
。

そ
の
実
現
の
た
め
に
、
ま
ず
コ
ス
ト
競
争
力
を
中
心
と
し
た

現
場
力
向
上
に
取
り
組
ま
ね
ば
な
り
ま
せ
ん
。
実
施
済
み
の

君
津
第
二
高
炉
の
吹
き
止
め
前
倒
し
や
め
っ
き
ラ
イ
ン
の
基
幹

ラ
イ
ン
へ
の
生
産
集
約
に
加
え
て
、
今
後
も
効
率
的
な
生
産
体

制
を
構
築
し
て
い
き
ま
す
。
大
幅
な
改
善
を
達
成
し
つ
つ
あ
る

上
工
程
だ
け
で
な
く
、
下
工
程
で
も
業
界
ト
ッ
プ
の
コ
ス
ト

レ
ベ
ル
の
実
現
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
昨
年
新
設
し

た「
設
備
・
保
全
技
術
セ
ン
タ
ー
」に
お
い
て
、
設
備
コ
ス
ト
効
率

化
や
ト
ラ
ブ
ル
抑
制
を
実
現
し
て
参
り
ま
す
。「
Ｊ
Ｋ
活
動
」「
製

造
実
力
向
上
活
動
」｢

経
営
ソ
フ
ト
改
革
」な
ど
を
通
じ
て
、
現
場

基
軸
で
の
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
な
業
務
運
営
や
、
組
織
の
垣
根
を
越

え
た
全
社
ベ
ス
ト
の
施
策
や
人
材
育
成
を
定
着
さ
せ
て
い
き
ま
す
。

次
に
技
術
開
発
・
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
を
推
進
し
ま
す
。

お
客
様
に
選
ん
で
い
た
だ
け
る
先
端
的
商
品
の
開
発
や
劣
質
原

料
の
使
用
技
術
開
発
な
ど
低
コ
ス
ト
で
安
定
的
な
製
造
プ
ロ
セ

ス
の
確
立
に
、
製
販
技
研
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
み
、
競
合
他

社
を
引
き
離
す
技
術
開
発
に
全
力
で
取
り
組
み
ま
す
。

さ
ら
に
グ
ロ
ー
バ
ル
化
を
強
力
に
推
進
し
ま
す
。
急
激
な

円
高
な
ど
の
環
境
変
化
の
下
、
日
系
を
含
む
海
外
の
お
客
様
へ

の
最
適
な
生
産
・
供
給
体
制
を
追
求
し
、
日
本
を
中
心
と
し
た

ア
ジ
ア
・
南
米
の
世
界
三
極
体
制
を
、
よ
り
確
か
な
も
の
と
し

て
い
き
ま
す
。
稼
働
中
の
案
件
は
も
と
よ
り
、
現
在
進
行
中
の

案
件
の
円
滑
な
立
ち
上
げ
や
新
た
な
地
域
・
品
種
を
含
め
た
市

場
動
向
に
対
応
し
て
参
り
ま
す
。
南
米
ウ
ジ
ミ
ナ
ス
社
に
つ
い

て
は
、
テ
ル
ニ
ウ
ム
グ
ル
ー
プ
と
協
力
し
、
抜
本
的
な
競
争
力

強
化
に
取
り
組
み
ま
す
。

第
二
は
住
友
金
属
工
業
と
の
円
滑
な
経
営
統
合
で
す
。

前
述
の
三
つ
の
取
り
組
み
は
、
経
営
統
合
で
両
社
の
力
を
結
集

す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
高
い
レ
ベ
ル
で
ス
ピ
ー
デ
ィ
ー
に

実
現
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
ま
す
。「
ス
ケ
ー
ル
」「
テ
ク
ノ
ロ

ジ
ー
」「
グ
ロ
ー
バ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
」の
三
つ
を
兼
ね
備
え
た「
総

合
力
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の
鉄
鋼
メ
ー
カ
ー
」に
向
け
て
、
社
員

一
人
ひ
と
り
が「
ベ
ス
ト
・
フ
ォ
ア
・
ザ
・
ニ
ュ
ー
カ
ン
パ
ニ
ー
」

「
統
合
を
必
ず
成
功
さ
せ
る
の
だ
」と
の
強
い
信
念
を
も
っ
て
、

万
全
の
準
備
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

第
三
は
信
頼
と
安
全
の
基
盤
向
上
で
す
。法
令
や
ル
ー

ル
の
遵
守
を
含
む「
信
頼
」の
確
保
は
、
事
業
継
続
の
大
前
提
で

あ
り
、
社
会
や
地
域
、
株
主
の
皆
様
、
お
客
様
を
は
じ
め
と
す
る

取
引
先
、
従
業
員
や
労
働
組
合
、
協
力
会
社
の
皆
様
と
の
信
頼

関
係
が
な
け
れ
ば
、
企
業
と
し
て
存
立
で
き
ま
せ
ん
。
新
日
鉄

グ
ル
ー
プ
経
営
理
念
の
第
一
に
掲
げ
ら
れ
た｢

信
頼
」の
意
味
を
再

度
心
に
刻
み
、
私
た
ち
が
引
き
継
い
だ
信
頼
の
絆
を
次
の
世
代

に
も
引
き
継
い
で
い
く
考
え
で
す
。

ま
た
企
業
活
動
の
す
べ
て
の
基
本
は
、｢

安
全｣

の
確
保
に

あ
り
ま
す
。
安
全
な
職
場
の
実
現
に
着
実
に
取
り
組
ん
で
い
ま

す
が
ま
だ
道
半
ば
で
あ
り
、
設
備
対
応
な
ど
の
ハ
ー
ド
面
に
加

え
、
危
険
体
感
訓
練
や
安
全
研
修
な
ど
の
ソ
フ
ト
対
策
を
通
じ

て
、
安
全
対
策
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

 

製
鉄
以
外
の
事
業
セ
グ
メ
ン
ト
の
課
題

自
律
的
な
事
業
運
営
を
ベ
ー
ス
と
し
た
各
社
の
取
り
組
み
で

競
争
力
の
一
層
の
強
化
を
図
り
、
各
事
業
領
域
に
お
け
る
プ
レ

ゼ
ン
ス
の
向
上
、
グ
ル
ー
プ
全
体
の
総
合
力
を
発
揮
し
、
当
社

グ
ル
ー
プ
の
連
結
企
業
価
値
の
向
上
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

エ
ン
ジ
ニ
ア
リ
ン
グ
事
業
で
は
、
足
下
の
厳
し
い
状
況

を
踏
ま
え
、
ま
ず
は
受
注
規
模
の
確
保
と
コ
ス
ト
削
減
、
併

せ
て
各
事
業
の
構
造
対
策
や
海
外
市
場
で
の
事
業
規
模
拡
大

を
推
進
し
て
い
き
ま
す
。

都
市
開
発
事
業
で
は
、
震
災
か
ら
回
復
し
つ
つ
あ
る
首
都

圏
マ
ン
シ
ョ
ン
需
要
の
捕
捉
と
、
リ
ス
ク
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
可
能

な
ス
キ
ー
ム
で
の
都
市
・
地
域
再
生
事
業
を
展
開
し
て
い
き
ま
す
。

化
学
事
業
で
は
、
不
透
明
さ
を
増
す
事
業
環
境
の
中
で
、

コ
ス
ト
競
争
力
向
上
な
ど
の
製
造
実
力
強
化
と
、
伸
び
ゆ
く

ア
ジ
ア
市
場
で
の
グ
ロ
ー
バ
ル
展
開
、
併
せ
て
新
規
需
要
の

開
拓
に
注
力
し
て
い
き
ま
す
。

新
素
材
事
業
で
は
、
特
徴
の
あ
る
技
術
に
磨
き
を
か
け
、

商
品
競
争
力
の
向
上
や
新
商
品
の
開
発
に
注
力
し
、
ま
た
人

材
育
成
や
グ
ル
ー
プ
内
外
と
の
連
携
強
化
で
、
成
長
の
基
盤

づ
く
り
を
進
め
て
い
き
ま
す
。

シ
ス
テ
ム
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
事
業
で
は
、
新
技
術
の
動

向
を
踏
ま
え
、
顧
客
を
総
合
的
に
サ
ポ
ー
ト
し
信
頼
さ
れ
る

Ｉ
Ｔ
パ
ー
ト
ナ
ー
を
目
指
し
、
併
せ
て
人
材
育
成
や
ア
ジ
ア
拠

点
の
活
用
で
、技
術
の
向
上
と
競
争
基
盤
の
強
化
を
推
進
し
ま
す
。

 

終
わ
り
に

統
合
新
会
社
発
足
ま
で
の
間
、
自
ら
の
競
争
力
向
上
に
ま
い

進
す
る
と
と
も
に
、
統
合
を
円
滑
に
進
め
、
そ
の
効
果
を
最
大

限
か
つ
速
や
か
に
発
揮
し
、｢

総
合
力
世
界
ナ
ン
バ
ー
ワ
ン
の

鉄
鋼
メ
ー
カ
ー｣

を
築
き
上
げ
て
参
り
ま
す
。
変
化
に
的
確
に

対
応
す
る
一
方
で
、｢

ぶ
れ
な
い
軸｣

を
し
っ
か
り
と｢

新
日
鐵

住
金｣

に
受
け
継
ぎ
、｢

成
す
べ
き
こ
と
を
成
し
遂
げ
る
一
年｣

に
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

こ
の
一
年
が
、
皆
様
に
と
っ
て
健
康
で
明
る
い
年
と
な
り

ま
す
よ
う
祈
念
し
、
年
始
の
ご
挨
拶
と
い
た
し
ま
す
。
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